
論 

フ 
説 

ラ 
ン 

  

  
自治 差押 証 
林 

不正 ゐ 
日           
口 

亜
細
亜
法
学
第
四
 0 巻
 

第
一
号
抜
刷
 

柴
崎
 

暁
 



フランス法にお @ 

目的 原則のと 1u 「 0 
し る と 

  
で に 泰 二 

  
  
  
適 廃 し 一 

  
の簡 た。 立で いく 

産 き つ 易 
業 る か 化 
  も の を 

  221)  40 巻   

ける   公証差押禁止 宣 

Ⅲ
 
ぁ
皇
 
茜
の
適
用
範
囲
 

Ⅳ
 
ぁ
旦
 
茜
の
効
果
の
終
結
 

I
 
 
序
 

号 (2 ㏄ 5.  7) 

I
 
 序
 

Ⅱ
制
度
の
趣
旨
、
宣
言
の
方
式
 

一
一
一
一
Ⅰ
 

柴
崎
 

暁ェ 

輪 

フ 
税 

ラ 
ン 

  
  

  
を冬 

  
圧， 

日           
口 



第一 て 
九 同法 

律 年 
第   

四条 ①以下が差押 セ月九 
り   いて 定 産はと   

て し 
い押 

差押 

るさ 貯 え 
禁止 

産る 
財 

  産 
と 

が ， 

が 規   
で 疋 

き さ 

な れ 

レ玉 

て 
レコ 

る 

-
8
-
 

第
二
 0
 九
二
ー
二
条
が
引
用
す
る
一
九
九
一
年
 セ
 月
光
 

日
の
法
律
（
民
事
執
行
 

速
 が
、
こ
の
原
則
を
再
確
認
 し
 、
そ
の
例
外
と
し
 

あ
っ
て
、
立
法
の
介
入
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
 
。
こ
の
研
究
は
 、
 

し
て
。
同
法
に
よ
る
改
革
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
-
7
-
 

Ⅰ
 匹
 
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
二
 0
 九
二
条
，
 
二
 0
 九
三
 条
は
責
任
財
産
 

-
6
h
v
-
 

責
任
財
産
の
限
定
と
私
的
自
治
の
限
界
を
考
え
る
材
料
 
と
 

（
一
般
担
保
）
の
原
則
を
定
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
 同
 法
典
 

 
 

0
 九
三
条
（
一
般
担
保
Ⅱ
責
任
財
産
の
原
則
）
を
著
し
 

く
 変
更
す
る
も
の
で
 

論 説 

商
業
・
手
工
業
，
農
業
ま
た
は
非
商
人
的
職
業
活
動
に
 

従
事
す
る
法
人
へ
の
貸
付
に
つ
い
て
は
（
自
然
人
 

非
商
 人
よ
り
も
相
対
的
に
 
 
 

高
い
利
率
を
許
さ
れ
て
は
い
た
が
Ⅱ
こ
れ
を
「
冷
静
 
に
 判
断
し
た
上
で
な
さ
れ
る
取
引
で
あ
る
」
と
の
理
由
 

で
、
暴
利
 ?
 脅
ぁ
 ）
 易
 
 
 

禁
止
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
た
（
消
費
法
典
 

L
 
三
一
三
ー
三
条
。
た
だ
し
、
当
座
貸
越
を
除
く
）
。
 

 
 
7
 

-
4
-
 

 
 

 
 

 
 

を
 新
設
し
、
自
然
人
企
業
者
の
住
居
を
、
企
業
活
動
に
 

用
い
ら
れ
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
強
制
執
行
を
制
限
 

す
る
と
い
う
、
公
証
 
号
 

的
 宣
言
の
制
度
を
導
入
し
た
（
「
対
抗
力
の
あ
る
消
極
 

型
 責
任
財
産
限
定
特
約
」
と
い
っ
て
よ
い
）
。
こ
れ
は
、
 

自
己
の
住
居
を
失
う
 
粗
 

こ
と
を
恐
れ
て
企
業
家
精
神
が
萎
縮
 
し
 、
ベ
ン
チ
ャ
ー
 
S
O
H
O
 

等
の
起
業
に
 

跨
曙
 す
る
と
の
事
態
を
回
避
 
し
ょ
う
と
す
る
政
策
 
4
0
 



フランス法における 公証差押禁止 宣 一
言
 

に
す
る
権
利
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
新
設
さ
れ
た
 
商
 法
典
第
五
編
第
二
章
第
六
節
を
こ
こ
に
掲
げ
る
。
 

9
 悪
 曲
尽
 卜
 へ
も
 
雨
ざ
 ㌧
 さ
守
臣
 
ぎ
さ
 き
 ～
 
，
 
Q
 
き
ミ
ち
ミ
さ
き
ド
ぎ
 

捷
 ～
 
史
 
軋
ま
 
ミ
 曳
き
さ
さ
 ぢ
 ～
 
さ
 ～
（
「
第
六
節
個
人
企
業
者
 が
 ょ
び
 配
偶
者
の
保
護
 

-
 
ハ
リ
 

l
l
 

-
 

ほ
 つ
い
て
」
）
 

  223)  40 巻 1 号 

今
般
の
改
革
は
、
こ
れ
に
加
え
て
事
業
者
が
、
そ
の
 

住
 居
 の
あ
る
不
動
産
を
、
住
居
と
し
て
利
用
す
る
部
分
に
 

 
 

二
 
扶
養
の
性
質
を
も
つ
 
仮
 払
金
債
権
 
G
 「
 
o
 ま
生
。
 
已
 ）
 、
金
 銭
 債
権
及
び
定
期
金
債
権
。
但
し
、
差
押
債
権
者
か
ら
 

債
 勝
者
に
既
に
給
付
さ
 

れ
た
扶
養
料
の
支
払
債
権
に
基
づ
く
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
 

Ⅴ
Ⅰ
 

二
 
%
 言
者
又
は
贈
与
者
に
よ
っ
て
差
押
禁
止
と
定
め
ら
れ
 

た
 処
分
可
能
な
財
産
。
但
し
、
贈
与
行
為
又
は
相
続
開
始
 

後
の
債
権
者
が
 、
裁
 

判
 所
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
定
め
る
範
囲
内
で
差
押
を
求
め
 

る
 場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

口
 
債
務
者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
及
び
労
働
に
必
要
な
動
 

産
 。
但
し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
 
デ
タ
デ
ク
レ
 
（
三
九
条
以
下
り
 の
 定
め
る
範
囲
内
で
、
 

か
 つ
 本
条
二
項
の
留
保
の
下
で
、
当
該
動
産
の
対
価
の
支
 
払
い
の
た
め
に
差
押
を
求
め
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
 

。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
 
動
 

産
が
 、
債
務
者
の
通
常
居
住
し
も
し
く
は
労
働
す
る
場
所
 

以
外
の
場
所
に
存
す
る
場
合
、
そ
の
重
要
性
、
材
質
 

可
 a
t
 
ゅ
 こ
 、
希
少
性
、
骨
董
 

性
 、
豪
華
性
な
ど
の
た
め
特
別
の
価
値
が
あ
る
場
合
、
 

そ
 の
量
の
多
さ
の
た
め
必
要
 
品
 的
な
性
格
を
失
っ
て
い
る
 
場
 合
 又
は
営
業
き
 乱
監
 

n
0
 
ヨ
 ヨ
域
お
 ）
の
構
成
要
素
を
な
し
て
い
る
場
合
に
も
、
 
差
 し
 押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

五
障
害
者
に
不
可
欠
な
財
産
又
は
病
人
の
看
護
の
た
め
に
 必
要
な
財
産
 

②
前
項
四
号
所
定
の
財
産
は
、
そ
れ
が
、
家
族
及
び
社
会
 
扶
助
法
典
一
五
 
0
 条
 乃
至
一
五
五
条
所
定
の
児
童
扶
養
 手
 出
目
（
 
キ
 Ⅰ
の
の
 
0
 ふ
田
 。
 呼
 

p
.
 

の
ま
 

き
 。
 巴
 
受
給
者
の
所
有
に
係
る
と
き
は
、
た
と
え
当
該
 

動
産
の
対
価
の
支
払
い
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
差
し
押
さ
 

、
 
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

③
用
途
に
よ
る
不
動
産
（
 ぎ
ヨ
曾
毘
の
セ
銭
由
 
の
の
 
音
蚤
 。
 し
 
は
 、
不
動
産
と
独
立
に
差
し
押
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
 
。
但
し
、
そ
の
対
価
 
 
 
7
 

の
 支
払
い
の
た
め
で
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 



論 説 

と 

す 
る 

40 巻 1 号 (2 ㏄ 5.  7)  (2%  ) 



フラン 

 
 

-
5
-
 

2
 

 
 

 
 

る
よ
 

た
る
住
居
を
含
む
不
 

る
差
押
を
免
れ
る
。
（
 

2
 

ス 法における公証 差 

（㎝） 務か 

ら 

は 差 Ⅱ 

要 押 
茎 葉 
さ 止 

廿 帝 

ね め 
度 

て 形 
の 

い 式 趣 
ヒ 

た 日、 
が 財   
、 産 一         

一の 法は 自体を 、 方 実 式 
際 職 
に 業 
区 に 
公 僕 
な す 
走 る 
め 部 
8 分 
ナ Ⅰ と 

と 個 
が 人 
因 め 
離 生 
で 活 
あ に 
る 供 
こ す 
と る 

を 部 
理 分 
由 と 
@"  @  寺 " - 

、 分 す これ 割 
る る 

断 と 
念 い 

方法 した。 う ㊧ 
差 が 
神 実 

40 巻 1 号 (2 ㏄ 5   

押 禁止宣言 

7) 



差
押
禁
止
の
制
限
を
受
け
る
債
権
者
は
、
 
め
皇
ヨ
 
申
立
人
 の
 職
業
的
活
動
に
際
し
て
発
生
し
た
権
利
を
有
す
る
者
 
で
、
そ
の
権
利
が
 、
 
 
 

説
 
差
押
禁
止
め
 曇
 百
の
公
示
以
降
発
生
し
た
債
権
者
で
あ
る
 。
個
人
企
業
者
は
会
社
制
度
を
利
用
す
る
代
り
に
責
任
 の
 限
定
を
図
る
こ
と
 

笏
 
 
 

 
 

 
 
7
 

め
 
旦
日
申
立
人
の
財
産
は
、
「
同
一
の
責
任
財
産
の
中
に
 自
律
的
財
団
を
多
少
た
り
と
も
形
成
す
る
よ
う
な
」
 
規
 別
 に
従
う
こ
と
に
 

5
 

 
 

し
か
発
現
し
な
い
の
で
、
「
潜
在
的
二
元
性
 
宙
仁
告
の
 

  

-
 
㌍
 一
 

有
す
る
も
の
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

号
 

ロ
四
意
思
 説
と
 制
度
脱
同
法
の
改
革
は
。
民
法
典
 第
二
 0
 九
二
条
・
 一
 一
 
0
 丸
 -
0
-
 

ま
に
例
外
を
設
け
る
趣
旨
 
で
あ
る
。
第
一
読
会
 

巻
 
 
 

で
は
第
二
 0
 九
三
条
に
の
み
舌
口
 
反
 さ
れ
て
い
た
が
、
 最
 終
 的
な
，
 
J
.
 五
二
六
 ｜
 一
条
第
一
項
は
、
「
第
二
 
0
 九
 二
条
お
よ
び
第
二
 0
 
4
0
 

 
 

に
よ
る
制
度
は
、
厳
格
な
要
式
性
を
要
求
し
て
い
る
が
 
、
そ
の
効
力
の
源
泉
 

は
 方
式
自
体
で
は
な
く
人
の
意
思
で
あ
る
と
説
か
れ
て
 
い
る
。
学
説
に
よ
れ
ば
、
意
思
表
示
に
よ
っ
て
、
契
約
 
に
 差
押
禁
止
条
項
を
 

加
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
「
人
の
意
思
 に
よ
る
差
押
禁
止
ま
紅
の
 
ト
 
の
の
曲
 

ず
い
ト
 

話
せ
 環
す
 せ
 
0
 ）
 
0
 コ
 （
 
か
 Ⅰ
 
の
で
す
。
日
日
の
）
」
を
 

認
 

-
 
お
 -
 

-
 
㌍
 -
 

め
て
い
る
。
こ
れ
を
選
択
す
る
か
ど
う
か
は
、
債
務
者
 
の
 権
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

人
の
意
思
に
 よ
 る
差
押
禁
止
の
立
法
例
と
し
て
、
 
二
 0
0
 三
年
法
も
ま
た
部
分
的
に
は
参
考
に
し
た
と
い
う
 
一
九
 0
 九
年
 セ
月
 

-
%
-
 

一
二
日
の
法
律
が
定
め
た
家
産
目
の
 コ
 の
よ
や
 ヨ
 日
色
 0
 差
押
禁
止
み
旦
日
の
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
 二
 0
0
 三
年
法
の
 審
 

議
 に
際
し
て
、
一
九
 0
 九
年
法
に
よ
る
家
産
設
定
制
度
 は
 、
失
敗
作
 
宙
窃
 n
o
 

）
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
 

。
そ
れ
は
、
対
象
と
 

な
る
財
産
の
価
額
の
上
限
を
 セ
 六
二
こ
ユ
ー
ロ
四
五
サ
 ン
チ
ー
ム
に
限
り
、
 

-
5
-
3
 
 

か
っ
、
そ
の
方
式
が
厳
重
過
ぎ
た
 こ
と
が
原
因
で
あ
る
 

（
公
証
人
証
書
の
形
式
、
こ
の
証
書
の
掲
示
・
法
定
 公
 報
 
・
抵
当
権
事
務
所
に
 よ
 る
公
示
、
大
 番
 裁
判
所
の
認
 可
 ）
。
こ
れ
に
対
し
て
 

-
 
㏄
Ⅹ
 
w
-
 

制
度
に
よ
る
差
押
禁
止
の
例
は
、
既
述
の
一
九
九
一
年
 
法
に
 列
挙
す
る
も
の
を
は
じ
め
、
各
種
特
別
法
に
よ
っ
 
て
 認
め
ら
れ
て
い
る
。
 



ガ
 

公
証
人
費
用
に
付
い
て
い
え
ば
、
「
料
金
が
 財
 産
の
価
額
に
比
例
す
る
こ
と
を
避
け
る
べ
く
」
画
一
的
 
に
 報
酬
を
定
め
る
こ
と
が
 

笏
 
 
 

提
案
さ
れ
て
 レ
た
、
 

-
2
-
4
 
 

-
 。
 そ
こ
で
、
商
法
典
 L
.
 

五
二
六
 

｜
 二
条
は
、
デ
ク
 レ
 を
も
っ
て
公
証
人
の
報
酬
に
上
限
額
 を
 定
め
る
こ
と
と
し
 

 
 

ね
 

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

号
 

 
 

 
 

ぐ
る
争
い
を
封
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
で
 

 
 

 
 

-
.
,
-
 

4
 

4
 

%
 
 日
付
を
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

公証差押禁止宣言 

用 ， 巾 公行方 目 

人 、 の て の 

、 本 デ 証 に 

で に 当 が 情 宣   
が   

禁 正 じ て け 通 
止 託 て い る の の 効果 ゐ 昌言 の 書を有 公示さ るのと ことが 

効 効 れ 同 で を 

に 体 す な る じ 
て と べ 理 。 る 
ら し て 由 こ こ 
し て の に の と   
公 永 喜 る は っ 
正 す が   '  レコ   
証 る   

書 と 公 婚姻、 法 て 、   
彩 り 正 に 右 無 た @   
式 ぅ 証 婚 約 は 効 効 が ま 

と っ た 要件 要 が のは 書 で 安全が 与、抵 以下 

な て 、 
求 十 な の （ 

さ 分 け 当 保 効 注 その る 。 厳正 
(2 ㏄ 5.  7) 



Ⅲ
 
ゐ
皇
 
舌
の
適
用
範
囲
 

-
s
-
 

4
 

面
ロ
 
適
用
範
囲
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
商
法
 典
 で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
適
用
範
囲
は
き
 ね
 め
て
広
い
。
ち
な
 

み
に
商
行
為
を
業
と
し
な
い
個
人
事
業
者
は
「
裁
判
上
 
の
 更
生
お
よ
び
清
算
」
の
手
続
を
利
用
で
き
な
い
（
「
 商
人
，
法
人
破
産
主
 

義
 」
）
。
ま
た
、
事
業
者
で
あ
る
た
め
消
費
法
典
の
過
剰
 
債
務
処
理
手
続
も
利
用
で
き
な
い
 

三
 0
0
 

三
年
八
月
 

一
日
の
法
律
「
ボ
ル
 

ロ
 1
 法
」
で
も
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
）
。
 

元
口
制
度
は
、
直
宮
発
効
後
の
債
権
者
か
ら
の
執
行
 
の
み
を
禁
止
す
る
。
宣
言
Ⅰ
は
公
示
日
に
発
効
す
る
。
 そ
 の
 前
に
債
権
が
発
生
 

し
た
債
権
者
に
対
し
て
は
効
力
を
有
さ
な
い
。
法
の
趣
 旨
は
 、
開
業
前
の
将
来
の
個
人
事
業
者
に
安
心
感
を
与
、
 え
る
こ
と
で
あ
っ
て
 、
 

業
績
不
振
の
個
人
事
業
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
 し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
・
と
い
う
の
が
そ
の
 
趣
 

ま
た
、
 

開
業
時
に
は
、
既
に
事
務
所
の
賃
貸
な
ど
、
開
業
準
備
 行
為
に
伴
う
債
権
が
発
生
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
 
あ
ろ
う
が
、
こ
の
 ょ
 

う
な
場
面
ま
で
を
も
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 

宣
言
前
の
債
権
者
が
い
る
場
合
に
、
集
団
手
続
の
管
 
財
人
 
（
 
日
餓
 寸
口
話
ら
の
甘
の
由
 

c
 
の
）
は
、
こ
の
権
利
に
基
 づ
き
不
動
産
の
執
 

付
 さ
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
手
続
の
機
 
関
 で
あ
る
管
財
人
が
、
す
べ
て
の
債
権
者
を
代
理
す
る
 
も
の
で
あ
り
、
宣
一
 ョ
口
 40 巻 1 号 

卦 正甘 

を 制   
祈 め 
千れさ 
せ 用 
た る 
と 公 
0 表 
指 す 
捕 る 

も あ ， し と 
っ で 

た 当 

の 事 
で 者 

の ある。（ 信用 @ ） 
斬 る 
別 段 
度 損 
に す 
も る 

同 結 
横 来 
の と 
危 な 

  
存 生 
往 事 
す 者 
る に お 

ⅤⅠ 

て失 

が 

旦寸 Ⅰ イ 

を 

上 
回 

り、 

そ 
れ 
が 

改 
革 

(2 ㏄ 5.  7)  
 

Ⅰ
 
些
 
公
示
強
制
は
、
制
度
の
利
用
を
抑
制
す
る
と
の
 

危
惧
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
，
 

@
@
 
 

か
っ
て
の
家
産
差
押
禁
止
 

制
度
に
つ
い
て
も
、
 
（
 
羽
 
8
 

 
 



 
 

 
 

の
場
合
に
は
、
不
動
産
そ
の
も
の
が
差
押
禁
止
に
な
る
 。
ま
た
、
個
人
企
業
者
の
み
が
職
業
的
債
権
者
に
対
し
 
て
 債
務
を
負
 う
 の
で
 

-
7
-
 

4
 

前
の
債
権
者
も
ま
た
管
財
人
を
以
っ
て
そ
の
代
理
人
と
 

し
て
い
る
以
上
は
、
問
題
を
肯
定
に
解
す
る
べ
き
で
あ
 

ろ
う
。
財
産
の
売
却
 

系
告
 
終
曲
。
し
の
際
に
は
、
換
価
 

金
 配
当
 烹
 Ⅰ
 
簾
 由
幸
 

0
 
口
ぎ
 
ミ
吏
 
）
は
、
差
押
禁
止
宣
言
の
効
果
を
考
慮
し
 

て
 実
施
さ
れ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
（
 

レ
 二
の
目
オ
 

は
 、
立
法
趣
旨
か
ら
い
っ
 

て
 、
差
押
禁
止
に
か
か
る
債
権
者
の
配
当
要
求
は
認
め
 

ら
れ
な
い
と
し
て
い
 

-
 
ぬ
 
-
 

る
 。
 

 
 

 
 

デ
 万
ロ
こ
の
制
度
に
よ
る
住
居
の
保
護
は
、
不
動
 

権
 は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
 

目
ヰ
ヒ
ヨ
ヒ
 

ヒ
口
は
 

、
立
 

る
と
解
し
て
い
る
。
㊥
Ⅹ
自
も
 

で
は
、
職
業
活
動
に
も
家
族
生
活
に
も
用
い
ら
れ
て
い
 

R
 」
な
お
、
差
押
の
対
象
と
な
る
不
動
産
が
混
合
 

使
 

「
 
旦
 制
度
は
、
機
業
 

佃
権
 
の
 伍
 権
者
に
よ
る
執
行
の
 

 
 

 
 

産
 が
申
立
人
の
固
有
の
か
つ
人
的
な
財
産
で
あ
る
と
き
 

法
 趣
旨
に
徴
し
職
業
性
が
主
で
あ
る
と
判
断
し
差
押
 

禁
 

用
の
対
象
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
 

L
.
 

五
二
六
 

｜
 

る
 自
動
車
を
購
入
す
る
た
め
の
ロ
ー
ン
を
提
供
し
た
 

銀
 

み
を
排
除
す
る
。
私
的
債
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
よ
 

っ
た
 
場
合
に
は
、
債
務
者
と
 

巻
 

に
 十
全
に
作
用
す
る
。
 

こ
愁
 

止
 が
及
ぶ
こ
と
に
な
 

行
の
有
す
る
貸
金
 

債
 

る
 差
押
を
妨
げ
な
い
。
⑧
 

一
条
第
二
項
が
規
定
 

 
 

 
 
7
 
㏄
 
5
 
 
 

 
 
4
0
 

 
 



-
5
-
 

5
 

あ
る
と
き
は
保
護
は
決
定
的
で
あ
る
。
配
偶
者
の
債
権
 
者
に
つ
い
て
は
規
定
は
な
い
が
、
申
立
人
の
配
偶
者
の
 
債
権
者
に
対
し
て
は
、
 

こ
れ
を
 以
 っ
て
対
抗
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
。
 L
.
 五
 二
六
 ｜
 四
条
は
、
配
偶
者
へ
の
情
報
提
供
の
森
 務
 を
申
 

  

 
 

法
文
は
具
体
的
な
情
報
提
供
の
態
様
に
つ
い
て
は
何
も
 
規
定
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
 デ
ク
レ
 を
 以
 っ
て
定
め
る
 
  

7
 

 
 

 
 

」
等
の
文
言
で
尼
棚
の
遂
行
に
際
し
て
 

-
7
@
 
 

5
 
 

（
 
出
 

り
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
無
意
味
な
方
式
に
と
ど
 
ま
り
、
法
の
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
、
 
と
 解
し
て
い
る
。
 

号
 

ロ
出
主
た
る
住
居
が
夫
婦
財
産
共
通
制
 俘
 。
日
日
年
コ
 

a
u
 

（
③
に
服
し
て
い
る
場
合
に
は
、
①
配
偶
者
の
非
職
 

美
 的
債
務
、
②
配
偶
 

粗
 

者
 固
有
の
職
業
的
債
務
で
配
偶
者
自
身
が
差
押
禁
止
 
宣
 言
 を
行
な
っ
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
配
偶
者
の
使
 
権
 者
か
ら
の
強
制
執
行
 

4
0
 

-
%
-
 

に
 対
し
て
は
、
差
押
禁
止
育
三
日
の
効
力
を
主
張
で
き
な
 い
 こ
と
に
な
る
。
民
法
典
第
一
四
一
三
条
に
 ょ
 れ
ば
、
 夫
婦
各
自
の
固
有
の
 

債
務
は
、
夫
婦
財
産
の
全
体
を
以
っ
て
そ
の
一
般
 
担
 保
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
 ズ
ヰ
 
（
モ
目
こ
し
に
と
れ
ば
、
 
商
 法
典
 

L
.
 

五
二
六
 

｜
 

一
条
第
一
項
の
 コ
ぜ
 痔
の
宙
（
白
目
，
 

呼
 ）
・
か
め
 

代
隼
 &
 の
の
 
目
 か
目
 の
い
 

の
 
あ
隼
 0
 コ
 （
）
の
の
 

宙
 「
 
0
 ぃ
 
打
コ
 キ
 の
 
お
コ
 打
つ
 
0
 の
 
括
 ふ
の
 
臣
 お
目
 0
 口
（
 
曲
 ）
 
p
 せ
偉
サ
由
 

。
 笘
由
 
0
 コ
・
 
浮
 

て
 
o
c
c
a
 

絃
 o
 コ
ら
 の
）
，
 

持
曲
 
乱
取
Ⅰ
「
 
0
 け
 り
れ
 
0
 コ
コ
 
の
目
の
卸
 

仁
 ら
か
 
由
 片
目
（
と
い
う
文
言
か
ら
い
え
ば
、
差
押
禁
止
 め
曇
 
日
の
 中
 立
人
の
職
業
活
動
に
 

-
 
㏄
 -
 

際
し
て
生
じ
た
債
務
で
は
な
い
以
上
、
こ
の
解
決
は
正
 
当
 で
あ
る
。
家
族
の
住
居
の
保
護
は
、
婚
姻
の
効
果
と
 し
て
共
同
管
理
を
課
 

-
0
-
 

G
 

す
る
民
法
典
第
二
一
五
条
第
三
項
に
よ
っ
て
既
に
規
整
 
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
民
法
典
第
二
一
五
条
第
三
項
 
の
 共
同
管
理
の
原
則
 

は
 、
配
偶
者
の
一
方
が
独
断
で
住
居
を
処
分
で
き
な
い
 
と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
債
権
者
か
ら
の
差
押
 
を
 妨
げ
る
も
の
で
は
 

-
.
@
-
 

6
h
v
 

な
い
。
差
押
禁
止
育
三
ミ
ロ
後
の
職
業
債
権
者
は
、
例
え
ば
 

貸
付
に
際
し
て
そ
の
配
偶
者
の
連
帯
債
務
を
定
め
る
等
 
の
方
法
で
、
企
業
者
 

-
 
ぽ
 -
 

の
 住
居
保
護
を
妨
げ
る
こ
と
が
可
能
で
は
あ
る
。
こ
の
 
場
合
に
は
民
法
典
第
一
四
一
五
条
の
制
約
も
及
ば
な
い
⑧
  
 

「
 旦
 
住
居
だ
け
を
不
分
割
共
有
 

ま
 Ⅰ
 ヰ
田
 。
 こ
で
 所
有
す
る
 別
 産
制
を
採
る
夫
婦
に
つ
い
て
は
こ
れ
と
 
異
な
り
（
民
法
典
 
第
 

卦   説 



Ⅳ
 
ゐ
皇
 
茜
の
効
果
の
終
結
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も " 批 " を 当 て 立 立 

  
つ ,   
っ が が る 九 

要 発 

0 億 
は 権   
離 生 る を と に 差 度 
伏 し と 認 し 関 押 と 
態 た し め て し 禁 は 
0 億 て る 差 て 上 昇 
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職
業
債
権
者
に
、
分
割
請
求
を
す
る
こ
と
を
も
禁
止
す
 

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
 
ヮ
 ・
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
（
 

レ
亡
 0
 口
口
才
 
は
 、
禁
止
さ
れ
 

る
と
す
る
説
が
新
設
さ
れ
た
 
章
 題
に
も
適
っ
た
解
決
で
 
 
 

一
四
一
三
条
の
適
用
が
な
く
、
こ
の
債
務
は
当
該
配
偶
 者
の
持
分
部
分
の
み
を
一
般
担
保
と
す
る
）
、
申
立
人
 の
 配
偶
者
に
債
務
 あ
 

る
と
き
、
債
権
者
は
理
論
上
は
、
不
分
割
共
有
財
産
の
 

 
 

の
 不
動
産
の
場
合
、
 

-
%
-
 

持
分
権
 
ざ
隼
 
。
下
 で
農
 二
 %
 ぎ
の
色
は
差
押
禁
止
で
あ
る
 。
民
法
典
第
八
一
五
 ｜
一
セ
 条
の
た
め
に
、
不
分
割
 共
 古
者
の
債
権
者
は
、
 

 
 

。
差
押
禁
止
め
旦
日
は
こ
の
不
分
割
共
有
者
で
あ
る
 ゐ
皇
 
=
 
ロ
 
申
立
人
の
配
偶
者
の
 



 
 

与
の
後
に
事
業
者
が
専
一
の
所
有
者
と
な
っ
た
場
合
に
 

は
 、
差
押
禁
止
の
効
 

「
 凹
 
不
動
産
の
再
 訪
 入
へ
の
効
力
の
拡
張
。
 

L
.
 五
 二
六
 ｜
 三
条
は
、
不
動
産
が
売
却
さ
れ
て
も
、
 充
 行
金
 が
 
一
年
以
内
に
住
居
 

を
高
購
入
す
る
場
合
に
は
そ
の
代
金
に
充
て
ら
れ
る
 
範
 囲
で
 差
押
禁
止
の
効
力
が
及
 ぶ
 も
の
と
規
定
し
た
。
 

原
 実
 で
は
、
不
動
産
再
 

-
n
-
 

購
入
の
場
合
に
は
、
新
し
い
差
押
禁
止
み
 皇
 茜
を
再
度
行
 な
う
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
原
案
の
 定
め
方
に
は
批
判
が
 

あ
っ
た
。
上
院
の
由
 臣
 
の
づ
報
告
に
 

れ
ば
、
⑭
第
一
読
 

ょ
 

会
 で
は
、
申
立
人
が
新
し
い
住
居
を
購
入
す
る
た
め
に
 
古
 い
 住
居
を
売
却
す
 

る
と
き
に
、
一
種
の
印
 0
 ド
き
留
 鰍
を
行
使
で
き
る
 の
で
は
な
い
か
と
誤
認
さ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
 
た
 。
こ
れ
に
対
し
て
、
 

L
.
 五
二
六
 ｜
 三
条
成
案
の
文
言
は
、
一
方
で
少
額
の
 再
利
用
を
活
用
し
た
差
押
禁
止
延
長
の
濫
用
を
回
避
し
 
つ
つ
、
住
居
保
護
の
 

-
%
-
 

切
断
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
と
し
て
支
持
を
得
 
て
 、
両
院
に
お
い
て
特
に
質
疑
な
く
可
決
さ
れ
て
い
る
 
 
 

-
 
托
 -
 

（
 旦
 
差
押
禁
止
 ぁ
曇
 日
は
処
分
禁
止
育
三
日
で
は
な
い
の
 
で
、
申
立
人
自
身
は
、
住
居
を
含
む
不
動
産
を
売
却
す
 る
こ
と
が
で
き
る
。
 

-
n
-
 

売
 行
金
 が
 預
金
化
さ
れ
、
混
和
を
起
こ
し
て
い
る
湯
ム
 口
 に
は
厄
介
な
問
題
が
生
じ
る
。
目
が
ミ
日
ロ
 
ヒ
 １
 
%
 
よ
、
一
 九
九
一
年
七
月
九
日
 

-
8
-
 

一
仏
Ⅹ
 

m
-
 

の
 法
律
第
一
五
条
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る
と
解
す
 
る
 。
 

元
口
最
後
に
、
 
L
.
 五
二
六
 ｜
 三
条
第
五
項
は
 、
夫
 婦
 財
産
制
の
解
消
を
原
因
と
す
る
効
力
の
終
了
も
定
め
 
て
い
る
。
離
婚
を
念
 

40 巻 1 

論 

る て 発 関 
方 土 生 め 
法 令 さ み 
に 誌 せ を 
よ 識 6 隻 

猛者と 放棄 る でき、 方法は 

  
  

  
敵機関 ではな は放棄 

い の に 

と 結 っ 
し 果 い 
、 に て 

か っ た 
か い け 

号 (2 ㏄ 5.  7) 

事
業
者
に
支
援
の
た
め
 与
倍
 し
よ
う
と
す
る
者
唯
一
人
 で
あ
っ
て
、
放
棄
は
専
ら
こ
の
者
の
た
め
に
な
さ
れ
た
 
の
で
あ
る
。
然
る
に
 

 
 

他
の
者
が
差
押
を
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
 
放
 棄
を
無
意
味
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
 
経
営
難
支
援
金
融
機
 

（
 
賎
 

説
 



フランス 法   における公証差押禁止宣言 

 
 

（
 
1
 

）
組
帯
 臣
捧
紺
ぢ
 
q
u
,
 博
士
（
法
学
）
、
早
稲
田
大
 学
 商
学
学
術
院
助
教
授
 
ゴ
這
ミ
笘
 0
 才
 ゴ
 ～
 
ヴ
哉
 ・
安
目
 0
 ぬ
甘
 

舘
 

2
 
 
 

（
 
2
 

）
目
だ
口
目
口
 
出
 ，
 ぃ
 臥
 
さ
 ・
 
b
.
 ド
ト
 
）
の
 
，
コ
 
0
 荻
あ
 

巻
 
4
0
 

，
主
 

Ⅰ
 

（
本
稿
は
、
 二
 0
0
 
五
年
二
月
二
五
日
開
催
の
第
セ
国
亜
綱
 
亜
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
政
研
究
会
で
の
講
演
を
再
構
成
し
た
 

も
の
で
こ
 

号
 
 
 

 
 

る 

し 

より 

し本 

法 
よ f ・ 

生存 

配 
偶 
者 

の利 

益 
保 
護 
を 

も 

イ @@ 姻 @ ・ 
か 
  
た 
の 

で 

ある。③ - 

2 ㏄ 5.  7 

案
 と
な
る
文
言
を
採
択
し
た
。
確
か
に
事
業
者
は
も
は
 
や
生
存
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
差
押
禁
止
 み
 旦
日
の
受
益
 者
は
い
な
い
筈
で
あ
 
 
 

 
 

呆
 が
そ
の
ま
ま
続
行
す
る
。
そ
の
反
対
解
釈
と
し
て
、
 
所
有
権
が
事
業
者
の
元
配
偶
者
の
方
に
帰
属
す
る
こ
と
 
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
 

差
押
禁
止
の
効
果
は
失
効
す
る
。
同
条
項
は
、
申
立
人
 
死
亡
の
場
合
に
も
言
及
す
る
。
第
一
読
会
に
お
い
て
は
 
、
申
立
人
死
亡
の
場
 

合
 に
は
差
押
禁
止
み
旦
日
は
「
消
滅
す
る
官
打
 つ
キ
 
も
侍
の
 
）
」
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
民
議
会
 
で
は
、
事
柄
が
将
来
 

に
 向
け
て
の
失
効
を
意
味
す
る
 
額
ヰ
 
o
n
N
 

由
 0
p
 

で
あ
る
こ
 

と
へ
の
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
差
押
禁
止
 
め
里
 
日
 公
示
日
後
・
 申
 

立
人
死
亡
ま
で
の
期
間
に
発
生
し
た
債
権
者
か
ら
の
 
差
 押
を
免
れ
る
利
益
は
継
続
し
、
申
立
人
死
亡
後
に
発
生
 
し
た
債
権
に
つ
い
て
 

は
こ
の
不
動
産
に
主
た
る
住
居
を
置
く
新
し
い
所
有
 
者
 １
例
え
ば
単
純
承
認
し
た
相
続
人
１
が
差
押
禁
止
を
希
 
要
 す
る
の
で
あ
れ
は
 

-
 
㏄
 -
 

新
た
な
 官
亡
 
ヨ
ロ
を
中
立
て
れ
ば
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
 
規
定
は
元
老
院
で
は
非
難
さ
れ
、
削
除
す
べ
き
も
の
と
 
す
る
意
見
が
表
明
さ
 

れ
た
。
～
 由
 
り
目
報
告
は
、
こ
れ
に
回
答
し
、
削
除
す
 
る
と
な
れ
ば
本
法
が
追
求
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果
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極
・
消
極
両
面
の
財
産
関
係
の
 

一
 切
 、
す
な
 ね
 ち
、
 

事
業
主
が
自
己
資
金
と
し
て
そ
の
安
定
性
を
担
保
す
る
 

義
 務
を
負
う
不
変
資
本
の
額
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 

絹
お
目
 

七
）
 た
巴
し
 
・
 0
 Ⅰ
 

軽
戸
 
，
㌧
 
0
%
 
 
山
下
し
Ⅱ
 
，
刃
か
 

臣
の
目
 
0
 口
の
の
 
屈
 Ⅰ
 住
 0
 目
Ⅹ
日
の
の
 

偉
 Ⅰ
の
の
 

由
ヒ
 Ⅰ
 弓
 
三
の
神
ら
の
）
 

0
 ぃ
ぜ
咄
 
「
 づ
 0
 憶
 
（
 ）
 
バ
 日
色
の
 
由
せ
 
0
 ひ
の
 
0
 コ
 0
 目
 
（
 い
出
 

E
 の
こ
 
・
日
の
由
 

か
 田
め
 ・
の
 
斗
 ）
 
げ
あ
 隼
の
 

什
 0
 岸
宙
 ・
 
e
-
 

（
）
 

申
山
 
Ⅰ
 ユ
の
 
e
m
.
 

め
 0
0
2
 

へ
巾
 
・
 ロ
 ・
 1
@
 
左
 か
口
の
 

パ
ぃ
 
0
 コ
 の
の
 
仁
 「
Ⅰ
 
の
 
e
 
U
x
 
ョ
 の
の
 
し
弓
 
0
 の
 ま
 Ⅰ
Ⅱ
 
色
卑
隼
 n
p
o
 

ぃ
ぜ
彊
 
「
 づ
 0
 由
弓
 
㌧
 ぎ
 安
き
く
り
ひ
。
 

り
コ
 
。
 ヨ
 5
%
 の
，
 
・
い
の
下
か
 

年
 

の
 ・
 N
 つ
つ
び
 

・
や
Ⅱ
 
臣
り
 

  237)  40 巻 1 号 (2 ㏄ 5.  7) 



（
 乙
 
財
産
が
帰
属
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
処
分
が
可
能
 
で
は
な
い
状
態
で
は
、
例
え
ば
抵
当
権
の
対
象
と
す
る
こ
 
と
が
で
き
な
く
な
る
。
 

説
 

 
 

 
 

で
あ
ろ
う
。
こ
の
㏄
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
（
）
 

2
 

論
 

ぬ
 （
笛
木
三
一
一
八
名
（
 

め
矛
 
一
項
 レ
ユ
い
 

の
甘
の
）
 

ト
め
 
・
の
 
0
 
コ
 （
の
の
三
の
の
仁
の
 

c
e
 
セ
由
匡
 
0
 
の
Ⅰ
・
 

ゴ
 つ
つ
 

Ⅱ
 チ
ゆ
 
由
仁
 
か
の
Ⅰ
 
ト
っ
 
Ⅰ
㌧
の
 

す
 （
の
 

コ
 の
）
 
ヨ
ヨ
 0
 
サ
ロ
 
耳
 e
 
あ
 由
仁
ノ
の
 

Q
 
コ
田
Ⅰ
 

曲
コ
の
ト
 

0
 
 7
 
Ⅰ
 
ノ
 

蓄
隼
甘
ゐ
 

0
0
 

日
日
の
弓
 

p
 
お
 「
 
・
 
抵
営
権
ノ
 

笘
鰍
由
 
あ
が
お
の
の
き
 

目
的
タ
リ
 

弓
 。
の
 

得
ベ
キ
 

お
づ
 
年
末
 

モ
ノ
 

ヱ
ヨ
 
次
ノ
如
シ
 

日
の
帝
 
サ
 す
お
 へ
め
 

/
 0
r
.
 

一
 
、
譲
渡
性
 

礒
仁
坤
 
三
支
隊
自
か
 

ヲ
有
 ス
ル
不
動
産
 

ヨ
 8
 目
 0
 
コ
の
 

及
 不
動
産
 

音
お
 陪
の
の
 

ト
見
倣
 

軋
 1
9
 

サ
ル
 

つ
の
 

コ
 

 
 

2
 

/
 二
 、
前
 號
ノ
 不
動
産
反
英
 ノ
徒
 廃
物
 ノ
 用
益
権
、
 但
シ
 其
ノ
 拝
領
期
間
二
娘
ル
。
」
神
戸
大
革
外
囲
 
法
 研
究
 含
 ・
 現
 化
外
囲
法
典
叢
書
（
 

（
一
八
）
 
佛
 蘭
画
民
法
（
 V
 ）
財
産
取
得
法
（
 4
 ）
（
一
九
 
五
 %
 
八
年
、
有
斐
閣
）
二
四
六
 
｜
 二
四
七
頁
 ハ
 
貴
方
正
雄
訳
 口
 ）
す
な
わ
ち
処
分
与
 
 
 

可
能
 宙
留
 。
田
主
色
、
譲
渡
可
能
（
 
注
 穿
き
こ
か
つ
差
押
 可
能
（
紅
の
 
ロ
 
の
の
忙
ヴ
）
の
）
 

な
 物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
あ
Ⅰ
 
目
 「
㏄
 
勾
匂
 す
 民
毛
 0
 
）
 
巻
 

の
 
Ⅰ
口
ロ
 

め
口
口
の
の
 

ト
 

巴
 Ⅱ
 弓
巨
 せ
で
 
色
 ・
 
し
 「
 
0
 ぎ
 色
文
Ⅰ
（
し
の
 

絡
 「
の
 
額
 の
 人
ト
い
 
つ
仁
サ
 

年
立
 
括
さ
 コ
主
 
か
 
Ⅱ
の
・
 

か
卜
宙
 
：
 め
申
 
。
 
亜
 ㌧
 お
 毎
の
し
い
 

け
 
0
5
 
コ
 
0
 び
べ
め
 

・
）
。
な
お
 
日
何
 

本
 民
法
（
明
治
二
三
年
）
第
一
九
八
条
第
一
項
「
友
二
 
掲
 ク
ル
モ
ノ
 ハ
之
ヲ
抵
営
ト
窟
 ス
コ
 ト
ヲ
得
ス
 
第
一
使
用
 権
 、
住
居
 権
其
他
 

譲
渡
ス
コ
 ト
ヲ
得
ス
又
ハ
 差
押
フ
ル
コ
 ト
ヲ
得
 サ
ル
財
産
」
 
。
し
た
が
っ
て
、
差
押
禁
止
宣
言
 
ロ
 0
 対
象
と
な
っ
て
い
る
 不
動
産
に
は
、
 抵
 

当
 権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
 

（
 
打
 ）
 ズ
ブ
目
 F
 史
 o
b
.
c
i
 

（
：
 

コ
 0
 
括
拐
 ・
職
業
用
財
産
と
居
 
佳
朋
財
産
と
を
区
別
す
る
手
段
は
他
に
も
存
在
す
る
。
 
何
 、
 
ぇ
ば
 、
会
社
を
設
立
す
 

る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
議
会
で
の
審
議
で
も
 
強
 調
 さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
差
押
禁
止
 
み
皇
 
茜
は
会
社
 の
 設
立
と
比
較
し
 

て
 手
続
が
簡
略
で
あ
る
の
 え
 、
そ
れ
を
利
用
し
て
創
設
さ
れ
 
る
 企
業
の
過
半
は
個
人
企
業
と
な
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
 
個
人
企
業
主
の
保
 

護
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
点
で
は
同
じ
、
一
人
企
業
⑧
 
コ
 
年
 の
 
で
ユ
 
の
の
 
由
 三
月
 あ
 0
3
 
コ
 笘
す
 
）
は
、
本
法
に
よ
っ
て
そ
の
実
益
 
の
 大
部
分
を
失
い
、
 

本
法
が
一
人
企
業
制
度
の
弔
鐘
と
な
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
 
て
い
る
。
 巾
 
$
 し
め
・
 
づ
 ・
Ⅱ
 
う
 
㏄
 

（
 乙
 
こ
の
よ
う
な
制
度
の
例
と
し
て
、
不
可
譲
渡
条
項
 （
 
O
 
）
 
p
E
 
の
 
m
Q
.
 

ぎ
 生
蜜
き
 目
鯨
 ）
が
あ
る
。
 勾
 ひ
 
で
 の
 
臣
ざ
ギ
 
の
の
 
ぎ
 ）
 り
 主
 0
 ダ
，
 
㌧
 曲
 ユ
 

（
 （
 
コ
 0
 ぎ
の
，
 

，
 

田
毘
ヰ
巳
パ
宮
 
）
Ⅰ
 
0
 の
 

（
四
）
 わ
 
か
つ
 
つ
 0
 二
六
 
ポ
巳
 

H
 
目
之
 ・
 
し
 0
c
 
巳
 
（
 （
）
の
 

コ
 （
 
レ
之
 
・
 
コ
 0
 の
Ⅱ
の
 

蕊
 奉
雙
 

（
㏄
）
 

（
吐
の
 

レ
 
ピ
け
 む
 
ゆ
 
け
の
 田
 n
o
 
コ
 p
 億
の
の
・
の
 

降
 0
 
ヴ
 Ⅰ
 
屈
 か
づ
の
 
肋
 0
 
さ
コ
 
の
 
Ⅰ
 0
 
日
の
臣
（
・
の
の
 

田
宙
コ
偉
 
Ⅰ
の
 
へ
 
0
 
ヨ
ロ
岸
 
Ⅱ
の
 
0
 コ
の
コ
咬
笘
幅
の
ヨ
 

の
 
コ
ヰ
 
留
目
 巨
珪
 
の
お
の
庄
の
巨
の
日
 

0
%
.
 

宙
あ
笘
ぎ
目
 0
%
 
零
あ
 ・
口
ゑ
の
の
 

帯
辣
曲
お
圧
コ
 債
務
者
 ハ
其
 ノ
 現
在
 及
 将
来
 ノ
徳
 テ
ノ
動
産
不
動
産
 ヲ
以
テ
其
ノ
 債
務
 ヲ
 履
行
ス
ル
義
務
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個
人
事
業
者
の
住
居
も
、
そ
の
 
亙
圧
ヨ
 0
 ぎ
 の
の
一
部
で
あ
 り
つ
づ
け
る
が
、
職
業
債
権
者
の
一
般
担
保
で
な
く
な
る
と
 

い
う
 だ
け
で
あ
る
 

説
 

戸
 
下
目
の
（
 

し
戸
 0
 つ
缶
鮭
コ
 
0
 め
 ・
）
 
0
 

差
押
禁
止
宣
言
は
、
不
動
産
そ
の
も
の
で
は
な
く
不
動
産
上
 

の
 権
利
に
関
し
て
効
力
を
及
ぼ
す
。
 
み
 
旦
ヨ
 は
 、
個
人
企
業
 者
が
主
た
る
 住
 

論
 

居
の
完
全
な
所
有
権
を
有
す
る
の
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
 

、
同
様
の
保
護
を
与
え
る
。
例
え
ば
、
不
動
産
が
不
分
割
 

共
有
に
服
し
て
い
 

6
 場
合
、
不
動
産
民
事
組
合
の
財
産
で
あ
る
場
合
、
不
動
 
産
 に
当
該
個
人
企
業
者
が
所
有
権
の
分
解
官
小
鳶
 ヨ
ヴ
 
R
 日
 の
コ
 
（
）
た
る
用
役
 

権
官
組
中
臣
～
（
）
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
場
合
、
な
ど
に
お
 い
て
も
同
様
で
あ
る
 
宙
レ
し
 
の
 日
と
 o
b
,
n
w
r
.
 

コ
 0
0
 
し
 。
 

（
 ぎ
 
人
の
意
思
に
よ
る
差
押
禁
止
の
制
度
を
、
一
種
の
約
 

定
 担
保
 権
 と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
思
考
が
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
こ
れ
を
紹
介
 

し
て
お
き
た
い
。
 

に
 
た
目
の
）
 

由
オ
は
、
の
卜
 
し
四
ロ
 
レ
 ㊦
（
 
ま
ガ
ゴ
色
 注
目
 

O
C
H
 

円
 （
の
 
ゴ
 ふ
の
 
曲
 0
 コ
 ）
・
 
し
 Ⅰ
 
0
 ぎ
年
。
の
の
 

臣
 ㍉
の
年
の
 

，
の
か
 
Ⅰ
：
 
い
つ
む
 

N
.
 
白
 （
の
 

n
.
 

臣
 0
 の
の
Ⅱ
の
 

毎
の
 ・
と
と
も
に
、
 

あ
た
ら
む
担
保
の
一
種
、
す
な
 
ね
 ち
、
消
極
担
保
 権
す
臣
 3
%
5
 
か
め
 

p
R
 

セ
 の
の
）
あ
る
い
は
あ
ら
た
な
優
先
権
の
発
生
原
 因
 で
あ
る
と
い
う
 

（
Ⅰ
 

レ
 C
 の
Ⅱ
し
力
（
 

言
宙
 
Ⅹ
の
コ
 

%
0
 

デ
 デ
目
～
由
の
ヰ
心
の
ひ
 

0
0
 

コ
 0
 ヨ
田
由
仁
 

の
の
日
色
ひ
 

串
曲
 
3
%
0
 
コ
コ
 
0
 日
ユ
 簿
 Ⅰ
 申
ぁ
 斗
の
 
ぢ
 の
き
日
東
二
の
㌧
か
円
 

ラ
 け
む
 

8
.
P
 

の
 ヨ
目
 0
 の
・
）
。
 

消
極
担
保
 権
 と
は
、
債
務
者
の
行
為
の
自
由
を
制
限
し
 
、
 ま
た
は
、
支
払
を
受
け
る
機
会
を
拡
大
さ
せ
る
 

よ
 う
に
 債
 権
者
に
対
す
る
 

情
報
提
供
を
債
務
者
に
義
務
付
け
る
よ
う
な
、
 

幾
 種
類
か
 の
 契
約
の
書
式
を
総
称
さ
せ
る
た
め
に
学
説
が
用
い
る
 非
公
式
な
表
現
で
 

あ
っ
て
、
精
密
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
 領
域
確
定
は
恐
 意
的
 
・
主
観
的
た
る
を
免
れ
得
な
い
（
 
の
 曲
目
，
 
q
 づ
席
 せ
 
8
 ア
 

め
の
の
申
す
 

卜
 

0
 円
か
の
 

コ
 0
 内
曲
 
由
 そ
の
 
ダ
ち
 
㌧
 コ
 目
の
の
 
宙
 e
 ）
 
曲
 Ⅰ
Ⅰ
。
 

岸
 -
 
忘
 ら
の
 
隼
 Ⅱ
 
0
 ）
（
 
の
 ）
の
Ⅱ
（
 

コ
 0
 コ
ケ
 
弓
 e
 「
 
日
い
コ
焦
ト
の
 

Ⅱ
 亜
 や
の
 
c
 
 
ト
ゲ
づ
 Ⅰ
 
壌
 Ⅱ
の
圧
の
宙
円
か
せ
 

曲
ト
 
の
レ
 
い
目
 目
レ
の
偉
 

目
 0
 目
こ
￥
・
 

0
 ち
 ・
 n
@
P
.
 

す
 n
.
n
w
 

（
・
 

て
 
狭
義
で
は
、
あ
る
財
産
 
あ
 る
い
は
債
務
者
の
財
産
全
部
へ
の
担
保
設
定
を
し
な
い
債
務
 

者
の
不
作
為
義
務
 

負
担
の
約
束
を
さ
し
、
広
義
で
は
、
債
権
者
の
権
利
保
全
を
 

目
的
と
す
る
す
べ
て
の
約
定
を
さ
す
。
学
説
で
は
後
者
が
 

優
位
と
思
わ
れ
る
 

（
の
ち
い
白
目
ら
れ
注
目
 

O
C
 「
 ポ
 o
b
.
 

宙
 （
：
）
 

o
n
.
 

缶
巨
は
、
 
0
 戸
ロ
 0
 之
 ハ
イ
お
の
 

ア
 （
㌦
 
宙
 Ⅰ
 
0
 ド
 隼
の
Ⅰ
の
一
の
 

申
 づ
目
 
吉
 0
 「
 
か
 p
p
n
 

ロ
 
-
0
 

「
の
 
屈
 「
）
 
@
 や
の
 
ヰ
由
甲
コ
 

o
p
 

コ
 の
の
（
）
，
 

p
n
 

由
セ
め
 

・
 

本
色
の
の
 
0
 コ
由
か
 
三
田
 由
ぺ
 
0
0
 
口
 臼
 ら
か
Ⅰ
か
 

り
 。
日
日
 
0
 年
 コ
 の
の
 
臣
お
年
 
・
 ま
 亡
か
Ⅱ
 
0
 ぎ
 由
 0
 コ
宙
 年
年
。
 臣
 Ⅰ
の
の
の
 

中
 ㍉
の
市
田
二
 

%
 ヨ
簿
 0
 
 
の
 か
 

ち
 わ
げ
 
）
Ⅰ
の
 
す
オ
 の
 橿
 0
 ら
の
す
 

）
 
目
コ
の
 
Ⅰ
 ヰ
偉
 
Ⅰ
 0
 コ
 の
の
年
の
す
の
 

0
 偉
 「
年
の
の
曲
 

拐
燵
 
の
の
 
卑
 0
 コ
 Ⅰ
 e
 ）
曲
の
 
ゴ
 
が
コ
 
）
 
オ
 「
の
 
宕
 n
o
m
 

日
の
「
の
の
 

-
 木
戸
 あ
驚
，
 や
品
 ト
 毎
ダ
を
は
じ
め
、
 
串
弓
 

め
り
田
主
 の
 Ⅱ
 

笘
の
 0
z
.
 
目
 目
星
 甲
 オ
毛
￥
 

之
ヰ
 目
し
ろ
の
体
系
 書
 あ
る
い
は
 前
 述
 の
の
（
 岩
 
㌧
（
ロ
論
文
等
を
掲
げ
る
。
 胡
拐
 Ⅱ
 C
 オ
 は
さ
ら
 に
 広
義
の
説
を
採
 

る
と
い
こ
。
 

消
極
担
保
権
の
効
力
は
 
、
 極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
 
は
い
え
、
金
融
機
関
で
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
 

は
 、
費
用
を
か
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け
る
こ
と
な
く
、
貨
主
に
「
拒
否
権
」
「
査
察
権
」
を
与
え
 

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
消
極
担
保
 
権
は
 、
こ
の
 ょ
、
 
っ
に
、
 与
え
ら
れ
 

る
 利
益
の
種
類
で
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
 
約
 束
の
対
象
と
な
る
目
的
物
の
範
囲
に
応
じ
て
、
特
定
財
産
 
消
 極
 担
保
 権
 
（
 a
 ）
 

と
 一
般
財
産
消
極
担
保
 
権
 
（
 
b
 ）
に
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
 る
 。
 

（
 a
 ）
特
定
財
産
消
極
担
保
権
の
中
「
の
年
の
口
か
め
 

曲
屯
マ
 

e
s
 
軋
鮭
 
9
%
 （
 仁
コ
 
圧
の
 
コ
由
か
荻
 

「
 
き
由
 ひ
に
お
い
て
は
、
債
務
者
は
債
権
 
者
の
同
意
な
く
、
 

（
大
抵
は
債
権
者
の
融
資
に
よ
っ
て
購
入
し
た
）
特
定
の
財
 

産
 に
関
す
る
一
定
の
行
為
（
譲
渡
（
 
住
 密
き
 0
%
 、
担
保
 権
の
設
定
、
賃
借
 

権
の
委
譲
 寂
 0
 コ
 c
 
の
の
の
 

ざ
コ
 Ⅰ
の
 
サ
 古
さ
な
ど
）
を
し
な
い
こ
と
 
を
 約
束
す
る
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
文
言
次
第
で
、
不
可
 
譲
渡
条
項
 臼
 p
u
 
お
 

&
.
 

ぎ
 告
ぎ
 き
 日
本
（
公
示
に
服
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
 
第
 三
者
に
も
対
抗
で
き
る
）
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
あ
る
い
は
、
本
稿
 

で
 紹
介
す
る
差
押
禁
止
 め
旦
舌
と
 
解
釈
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
 

ぇ
よ
 う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
当
事
者
の
み
を
拘
束
す
る
単
な
 
る
 契
約
に
と
ど
ま
 

る
 。
 
（
 a １
 l
 ）
不
可
譲
渡
条
項
は
、
贈
与
，
遺
言
と
い
っ
た
 虹
 慣
 行
為
と
し
て
な
さ
れ
、
民
法
典
第
九
 
0
0
1
 
一
条
に
よ
 
れ
ば
、
期
限
の
 

定
め
の
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
真
剣
か
っ
正
当
な
利
益
を
理
 
由
 と
す
る
こ
と
と
い
う
条
件
を
満
た
す
限
り
有
効
で
あ
る
 
。
同
様
の
条
件
を
 

満
た
せ
ば
こ
れ
を
有
償
行
為
と
し
て
行
な
う
こ
と
も
可
能
 
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
（
 
旨
レ
目
 
Ⅱ
 
べ
卑
 勾
 
わ
円
 
乞
 お
 巴
り
 
）
 、
そ
 

の
 有
効
性
に
は
な
お
疑
義
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
方
 壺
セ
（
）
 

じ
 。
抵
触
処
分
は
、
受
益
者
だ
け
が
援
用
し
う
る
 
相
対
無
効
を
帯
び
 

る
こ
と
に
な
り
、
効
果
と
し
て
、
総
債
権
者
の
利
益
の
た
め
 
に
 当
該
財
産
が
債
務
者
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
 
条
項
が
有
体
動
産
 

を
 対
象
と
す
る
と
き
は
、
民
法
典
第
二
二
 
セ
 九
条
・
即
時
 
取
 得
 ・
の
た
め
に
実
効
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
不
動
 

産
を
対
象
と
す
る
 

と
き
は
、
抵
触
処
分
は
公
示
に
服
す
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
 
第
三
者
に
対
抗
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
れ
に
よ
り
 
受
益
者
は
他
の
債
 

権
者
よ
り
も
優
越
し
た
地
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
 
る
 。
 

な
お
、
差
押
禁
止
み
旦
日
は
、
不
可
譲
渡
条
項
と
同
様
の
こ
の
 

類
型
に
含
め
ら
れ
よ
 う
 。
 

（
 午
 12
 ）
こ
れ
が
不
可
譲
渡
条
項
で
は
な
く
単
な
る
 債
 権
的
拘
束
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
有
効
性
に
 
は
 疑
い
の
余
地
 

が
な
い
と
し
て
も
、
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
て
・
損
害
 
賠
償
請
求
と
期
限
の
利
益
の
喪
失
（
ま
た
は
融
資
契
約
の
 
解
除
）
が
可
能
と
 

な
る
に
と
ど
ま
り
、
 対
 第
三
者
 効
 は
な
い
。
た
だ
し
、
 消
 極
 担
保
 権
が
 、
法
的
に
厳
密
に
い
え
ば
担
保
 権
 で
は
な
い
 か
ら
、
民
法
典
 第
 

一
一
八
八
条
の
適
用
に
よ
っ
て
直
接
に
期
限
の
利
益
を
失
わ
 

せ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
な
い
。
期
限
の
利
益
喪
失
 
条
 頃
 と
し
て
不
作
為
 

義
務
を
課
す
る
と
い
う
形
式
の
文
言
に
よ
っ
て
期
限
の
利
 
益
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
 
そ
 の
よ
う
な
文
言
が
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な
い
場
合
で
も
、
通
貨
金
融
法
典
 
L
.
 三
一
テ
一
二
条
 （
一
九
八
四
年
一
月
二
四
日
の
法
律
第
六
 
0
 条
 ）
「
金
融
機
 関
は
 、
信
用
開
設
 

説
 

に
 期
限
が
あ
る
場
合
で
あ
れ
な
い
場
合
で
あ
れ
、
信
用
の
受
 

猛
者
の
重
大
な
非
難
に
値
す
る
行
動
あ
る
場
合
ま
た
は
こ
 

の
者
の
状
態
が
回
 

復
す
べ
か
ら
ざ
る
ま
で
に
損
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
 

か
で
あ
る
場
合
に
は
、
予
告
期
間
を
遵
守
す
る
義
務
を
負
わ
 

な
い
。
」
を
根
拠
 

論
 

に
 、
裁
判
所
が
、
不
作
為
義
務
違
反
を
重
大
と
看
 

仮
 せ
ば
、
 期
限
の
利
益
喪
失
を
認
め
る
こ
と
も
あ
り
え
 

よ
 う
。
な
お
 、
「
重
大
な
非
難
 

に
値
す
る
行
動
 
n
o
 
ヨ
 Ⅰ
 0
 詰
ヨ
の
 二
 %
 竃
 。
 ヨ
 0
 コ
（
 
お
 Ⅰ
 ゐ
ゴ
 の
 コ
 の
 
ぎ
 ぽ
 」
に
つ
い
て
、
 
n
 ト
田
 白
目
 
レ
の
注
ま
 O
C
 目
は
、
債
務
 き
 側
に
詐
害
意
思
 

が
あ
る
よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
と
解
し
て
い
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
「
消
極
担
保
 権
 」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
て
も
 
、
不
可
譲
渡
条
項
の
場
合
を
除
き
、
そ
れ
ら
に
は
、
充
当
 

（
 
虫
の
 

ド
 
め
 
ロ
耳
。
 
こ
、
 

最
終
性
（
 ぎ
臣
 （
 
か
 ）
、
優
先
弁
済
（
 審
ぎ
 e
 コ
 片
口
「
 

か
帝
 
「
の
 
コ
注
 の
 ）
）
の
効
果
が
保
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
 

、
そ
 れ
ら
は
本
当
は
担
 

保
権
 で
は
な
い
。
ま
た
、
「
消
極
担
保
 
権
 」
は
 、
 強
い
 属
 人
的
性
質
ま
口
ぎ
の
憶
 お
 o
 コ
 p
m
 
）
を
有
す
る
の
で
、
貸
金
 債
権
の
譲
渡
等
が
 

行
 な
わ
れ
れ
ば
随
伴
移
転
せ
ず
に
消
滅
す
る
（
以
上
、
の
 
レ
し
 困
 自
注
の
耳
目
 O
C
n
 
ぺ
 ・
 o
b
.
 
キ
ニ
 o
n
.
 

き
 ・
）
。
 

（
 
b
 ）
他
方
、
一
般
財
産
消
極
担
保
権
の
場
合
に
は
、
不
可
 
譲
渡
条
項
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
 

不
 可
 譲
渡
条
項
は
 

特
定
の
財
産
を
対
象
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
 

ら
で
あ
る
。
 

（
 
呂
 ）
一
九
 0
 九
年
七
月
一
二
日
の
法
律
 

ヒ
叶
 り
戸
・
古
田
 
の
神
Ⅰ
の
ト
色
目
 

ヴ
 5
 コ
由
の
め
が
㌧
コ
目
す
 

つ
 0
 臣
へ
 
㍉
㏄
 

0
0
 

ヨ
づ
キ
 
0
 コ
Ⅰ
Ⅰ
の
・
の
 

0
 岸
 屈
コ
の
ヨ
珪
 

8
 コ
 0
 二
毛
 干
 

由
 0
 コ
ミ
 乱
お
 Ⅰ
の
 
m
 斗
の
 
0
 戸
の
 0
 片
 や
 ）
 
P
 ぎ
 @
 ロ
 ロ
 の
 日
 住
の
 
0
 コ
笘
卸
の
 
の
神
の
Ⅰ
Ⅱ
 

0
 ㏄
㏄
 
ヰ
 e
 コ
ミ
）
（
の
の
 

0
 偉
 Ⅱ
 0
 ）
留
コ
の
の
・
 

O
C
C
 

屈
 Ⅰ
 か
 の
の
 
0
 田
 0
 メ
 つ
ロ
 
O
i
t
 

ひ
 の
の
Ⅰ
 
環
 寸
寸
口
）
 
い
 
Ⅰ
の
・
 

の
 
Q
 ざ
 の
め
し
市
日
の
二
神
 

宙
 の
の
田
の
Ⅱ
Ⅱ
 

e
 の
 o
 Ⅹ
Ⅰ
）
 

0
 ぎ
 皓
の
㏄
Ⅰ
㏄
Ⅱ
 

す
 知
日
二
村
・
 
の
 
。
井
口
目
 

0
 ヨ
 ロ
 の
。
 
コ
 笘
の
の
す
。
 

仁
 由
由
し
の
 

0
 三
曲
 
巨
枯
轄
毎
 市
日
 笘
ト
 
コ
 0
 ）
 痒
 0
E
n
p
 

）
構
の
 

ピ
幅
ミ
コ
 
～
の
の
曲
（
）
（
，
 

o
n
n
E
 

Ⅰ
 簿
漢
の
 ）
（
口
ロ
 

O
p
 

詣
の
つ
 

桟
臣
コ
の
寸
 

日
日
 0
%
 
・
 
p
 「
（
 
い
 
の
が
コ
 

%
 
 
Ⅱ
 
-
 
（
も
 
d
 
、
 
曲
寸
臣
 
「
 田
（
 

@
 @
@
 

臼
 （
 
@
 
ヴ
ロ
 
@
m
@
 

（
 
ト
 
・
）
・
 

n
0
 

ヨ
柚
 ・
山
の
 

n
@
m
 

ミ
 
）
 
@
m
@
 

ヰ
 @
m
 

の
の
す
 
0
 つ
圧
 
0
p
 
の
 0
 円
Ⅰ
Ⅱ
 

十
 

ヨ
 0
 目
 ヴ
プ
 
。
の
で
い
㍉
佳
の
降
Ⅰ
 

ヲ
 
P
 
由
 o
 コ
 "
 コ
 0
@
 
①
 
モ
屈
 ㌧
 い
 の
 "
-
0
 

Ⅰ
の
 
@
 の
 @
@
 

分
り
 

コ
ら
由
由
 

0
 口
 ・
 ロ
 か
 つ
 笘
の
の
 

0
 Ⅰ
（
ア
ト
 
め
 日
銭
の
 ト
 
の
白
 
3
 
"
 

の
の
む
 
8
 
 
Ⅱ
・
・
「
①
 

家
屋
 若
 ク
ハ
家
屋
 

ノ
 部
分
、
家
屋
 ト
共
 二
家
 ガ
 占
有
若
ク
ハ
利
用
ス
ル
隣
地
、
 
尊
 う
 家
ガ
 利
用
ス
ル
土
地
、
又
 
ハ
 、
手
工
業
者
 ガ
 占
有
若
 ク
ハ
利
用
ス
ル
 家
 

屋
ヲ
伴
フ
 商
店
工
場
 及
ビ
 文
二
 納
 ム
ル
資
材
工
具
 
ハ
之
ヲ
以
 テ
 家
産
ト
ス
。
 /
 ②
家
産
 ノ
 価
額
 ハ
 、
家
畜
 及
ビ
 用
法
二
 依
ル
 不
動
産
 ノ
価
 

額
 ％
台
 メ
テ
 、
 某
 設
定
 ニ
際
シ
 五
万
法
（
一
九
五
三
年
三
 
月
一
二
日
 ソ
 法
律
二
挺
 ル
 改
正
）
％
超
 
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
 0
 」
 巨
 
片
目
 0
 （
ハ
 

レ
 
「
 
円
臣
 0
 

の
 Q
.
 
づ
 ト
色
目
Ⅱ
）
 

い
り
 
立
臼
 ト
 
0
%
 
捜
ら
 Ⅰ
口
オ
 
弓
 ら
の
ず
 つ
岸
サ
年
 

0
 り
痒
 
0
 や
す
 す
い
 
の
 臣
 Ⅰ
の
寸
口
 

コ
 （
）
）
の
 

田
 コ
ム
 由
 宙
の
蒸
の
申
三
舟
 
の
 
0
 ま
ぎ
 の
も
 
縮
お
 の
 
サ
 ）
 
の
 の
 -
2
0
 
ヨ
の
の
 
コ
 の
が
の
 

Ⅰ
の
守
二
年
神
の
。
 

巴
 
@
 由
 0
 Ⅰ
 
色
吋
レ
 

0
 ヨ
の
 
コ
 （
）
上
 

c
@
 

臣
 Ⅰ
山
林
 

ヰ
 Ⅰ
の
 
@
 串
コ
 ㎡
 め
 （
武
神
の
 
イ
 
@
@
n
 

の
 Ⅰ
 由
 0
 コ
 匝
 E
.
 
の
 口
や
ギ
 
の
 臣
 Ⅰ
 由
毬
の
よ
 
め
（
）
 

c
 
ぃ
 
簗
の
 

し
羊
 

の
 
ユ
 幸
キ
 の
 戸
田
 の
 
㏄
の
り
 
目
田
 
わ
の
 
臣
ヰ
弓
臣
 

）
・
 

皓
の
曲
 
偉
 
Ⅹ
 年
 あ
づ
 
0
 卑
由
 
0
 コ
の
 
出
ヒ
）
Ⅰ
 

ヘ
ひ
 
0
%
 
由
 0
 二
 %
 で
 0
 臣
 Ⅱ
 0
0
 
コ
 の
の
Ⅱ
Ⅱ
の
Ⅰ
㌧
 

の
メ
 
の
㍉
 

c
i
c
 

の
住
の
）
の
 

由
 Ⅱ
の
 
年
 Ⅱ
 
o
-
 
荻
 ・
Ⅰ
耳
コ
 
0
 Ⅰ
の
立
円
か
 

甘
 0
 コ
 -
 す
 Ⅱ
 
弓
 0
 手
巾
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フランス法に おける 松証 差押禁止宣言 

窓
ヨ
 小
木
・
 
之
篠
餌
目
 
0
 ぎ
ダ
 胡
の
中
目
抜
 
づ
 o
U
 

「
「
 

0
 ま
か
ヰ
 の
の
出
の
中
の
 

づ
 
0
 臣
 「
す
 つ
主
 
四
口
 
0
 再
再
Ⅰ
。
 ロ
 の
の
Ⅰ
の
再
の
の
「
か
の
三
口
口
 

侍
 Ⅰ
 e
c
o
 

コ
ロ
ミ
コ
 

コ
い
由
 

。
二
の
の
 

コ
 目
曲
由
 

Ⅰ
 
「
 

儂
へ
の
の
 

コ
ヨ
日
 
e
 Ⅰ
 e
,
c
 

ら
コ
 
の
。
 
由
 。
 コ
コ
 
の
臣
の
。
年
ロ
 

0
 望
日
Ⅰ
 
す
で
 0
 由
 。
の
 
"
 
め
 0
 
 
口
 0
 の
 -
 
目
で
ひ
 
円
の
㌔
棲
へ
の
 

臣
こ
 
の
曲
仁
田
 
の
コ
 
の
円
仁
の
の
 

で
コ
 

日
の
の
 卸
 ・
 
p
 の
の
 
屈
 曲
コ
 

Ⅱ
 の
の
 
0
 。
コ
田
Ⅰ
 

の
 

モ
ぎ
お
コ
 
d
 い
 
の
 @
 
び
 。
 し
 8
 
年
 辣
れ
 
幼
生
日
 目
臥
 l
e
 
ダ
ヘ
 日
召
 0
 ち
音
 田
 
Ⅱ
の
 
コ
 の
 セ
 の
 偉
侍
 
Ⅱ
の
 
コ
 0
 コ
 の
の
Ⅰ
 

か
 ）
 
ヰ
コ
 
の
 
ビ
 臼
の
の
㏄
 

ヴ
 -
 
由
圧
 
ひ
年
年
 
珪
 ）
の
 
コ
ら
 
の
 f
a
 

～
）
）
 

い
 
）
）
の
・
「
①
あ
 

%
 産
 

及
ビ
其
ノ
 果
実
 ハ
 、
破
産
 又
ハ
 裁
判
上
 ノ
 整
理
 ノ
時
ト
 雄
モ
 、
 某
ノ
 公
示
 ノ
 時
 ヨ
リ
之
ヲ
 差
押
不
能
ト
ス
。
②
家
産
 
ハ
 、
 之
二
抵
営
権
ヲ
 

設
定
 シ
得
ズ
 、
小
文
 ヲ
買
戻
 権
付
 二
テ
売
渡
 ス
コ
 ト
ヲ
鴬
、
 
ン
得
ズ
 。
 但
シ
 果
実
 ハ
之
ヲ
 以
下
 ノ
辮
潜
ノ
 篤
二
差
押
フ
ル
 
コ
ト
ヲ
得
 。
第
一
 

刑
事
、
違
 筈
又
ハ
 警
察
的
事
項
二
冊
 
キ
課
 セ
ラ
 ン
 タ
ル
 罰
 金
 ニ
日
 ル
 債
務
 
@
 第
二
財
産
二
課
セ
ラ
 
レ
 タ
ル
租
税
及
 ビ
 火
災
保
険
 ノ
 保
険
 

耕
 @
 第
三
扶
養
債
務
。
③
家
産
所
有
者
ハ
家
産
差
押
 禁
 止
ノ
 利
益
 ヲ
 放
棄
ス
ル
 コ
ト
ヲ
得
ズ
 。
」
 

（
 
鍋
 ）
金
額
の
上
限
に
か
ん
が
み
て
あ
ま
り
実
用
性
が
な
 い
レ
し
 
Ⅹ
 
ご
 た
れ
て
い
る
お
 ゴ
 曲
目
）
 

ヴ
 Ⅱ
の
 
隼
 e
s
 
下
 0
 窩
の
の
 
@
0
%
 
 

ド
出
サ
か
 

r
a
 
）
 
刃
よ
）
あ
目
の
の
サ
イ
 

ト
 
（
 
す
 9 
人
人
ミ
 

ま
ミ
 ・
 
n
 三
 %
.
n
o
 

呂
 ㌔
の
 
臼
 ㌔
 ヨ
 0
 コ
 E
 の
 相
も
の
曲
目
。
 

日
 0
 ロ
・
 

ゴ
 甘
し
の
コ
メ
ン
ト
㍉
 

（
㏄
）
法
律
に
よ
る
差
押
の
制
限
を
以
っ
て
個
人
企
業
 
の
 奨
励
を
計
っ
た
制
度
と
し
て
は
、
既
に
一
九
九
四
年
 
二
月
一
一
日
の
法
律
 

ち
し
し
 

絹
 

目
 立
法
）
に
よ
る
「
検
索
の
抗
弁
権
」
的
制
度
が
 

あ
っ
た
 
宙
レ
 目
の
民
力
 -
 
目
皮
目
 お
 ）
 
，
 （
 
コ
 @
 曲
由
セ
め
か
 

c
o
 
コ
 0
%
 台
 の
の
 
円
住
ひ
臼
ミ
 

・
 
p
 
由
 0
 コ
 

コ
 0
 口
才
 午
 e
d
,
 

ぎ
の
出
の
～
の
の
か
 

圧
 Ⅰ
 窩
 ・
 ヒ
り
て
 
ひ
曲
・
Ⅱ
・
㏄
つ
む
の
・
 

ト
印
 
つ
べ
・
 

コ
 。
 中
な
お
同
所
に
は
「
九
四
年
六
月
一
一
日
の
法
律
」
と
あ
 

る
が
誤
記
で
あ
ろ
 

う
 ）
。
こ
の
制
度
は
、
個
人
企
業
に
お
い
て
企
業
活
動
に
用
 

い
ら
れ
て
い
な
い
財
産
を
一
般
担
保
か
ら
除
外
す
る
も
の
 

で
は
な
い
が
、
 個
 

大
 企
業
に
対
す
る
職
業
債
権
の
債
権
者
が
、
企
業
活
動
に
 
用
い
ら
れ
て
い
な
い
財
産
に
強
制
執
行
す
る
時
は
、
企
業
 
の
経
営
に
必
要
な
 

 
 

財
産
が
債
権
の
弁
済
を
担
保
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
こ
と
を
 

証
明
す
る
時
は
、
企
業
用
の
財
産
か
ら
先
に
強
制
執
行
す
 

る
よ
 う
に
請
求
で
 

7
 

 
 

 
 

  

ち
 
Ⅱ
（
・
 

い
 つ
ゆ
め
 
い
い
 
つ
の
 
肚
 一
の
 
0
 窩
 @
 ト
 P
.
l
 

の
 の
べ
一
 

・
 円
曲
お
 
・
㌧
 
カ
ヨ
 （
し
の
め
 

い
し
（
 
0
 ぎ
監
 内
申
 
窩
幅
ま
寧
主
 ・
 コ
 0
 か
び
・
）
。
た
だ
し
、
債
務
者
の
 

要
求
す
る
措
置
が
 
、
号
 

「
債
権
回
収
を
危
険
に
晒
す
ゴ
色
目
づ
か
ふ
二
の
「
の
 
c
o
 
耳
串
 の
 目
 の
 二
片
す
 c
 「
 
か
餌
 c
 ③
」
こ
と
を
証
明
す
る
と
き
は
、
こ
の
 
限
り
で
な
い
（
同
 

1
 
巻
 
0
 

条
 第
二
項
）
。
二
項
の
証
明
を
す
る
債
権
者
は
、
害
意
の
な
 

い
 限
り
、
責
任
を
追
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
同
条
第
三
項
 

）
 

4
 

（
 巴
 
さ
ら
に
、
通
貨
金
融
法
典
 
L
.
 二
 二
三
ー
 三
 一
条
 （
 
二
 0
0
0
 
羊
一
二
月
一
四
日
の
 
オ
 ル
ド
ナ
ン
ス
 二
 0
0
O
 
｜
 一
二
二
三
号
に
よ
り
 

 
 

挿
入
）
は
、
金
融
機
関
に
対
し
て
、
個
人
事
業
者
の
非
業
 

務
用
 財
産
へ
の
担
保
設
定
を
回
避
す
る
よ
う
に
情
報
を
提
供
 

す
る
義
務
を
課
し
 

盤
 
 
 

て
い
る
。
 



論 説 
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巨 いい 力き 機 のそ金に「 
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者を保 op ・ 目 
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すデ 

他の る 口 0 き ・ 

制度 

へ Ⅰ 

t: 
お 
レ Ⅰ 

て 

も 

広 
リ マ 

適 
用 
範 
囲 ） 審 と 

が採 

三譲 な 
O に る 

ら O お の 
れ ユい は な義 る と龍ん S 
て 
ト マ 

る 

前 
述     
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フランス法に     おける公証差押禁止宣言 

          ） ノ 9 5 Ⅰ l ルノ %@ 4 7 4% ） ） 4 ） 6 
かの 紐 る 団一 月 の     

つむ 七の律を 

舟 大法 

  

  
言者を     
の手か す 
職続 と る 
業 をい 財 
活開う 産   動始問 を 
に し 題 執 

、 l 6 ょ たは 行 
制一 。 っ場往 す 

て面時 る 
発で 2  2 
生は 0  6 
し 、 議   @ 
た債 詮 議   
のの て る   み佳い 一     
成手破 一 （Ⅰかコ。 立のるこ 而 林 って さ続 数 年   と消監 れ財 焼 亡 

( ぬ 5)  40 巻 1 号 (2 ㏄ 5.  7) 



岡
部
分
・
共
用
部
分
の
別
し
曳
が
 
日
ぉ
 ぎ
ざ
 し
 、
共
用
部
 分
の
持
分
る
 u
0
 

（
申
せ
生
色
 

9
 
 
つ
用
帝
の
 
n
o
 

日
日
日
の
の
）
を
 

要
 約
し
て
記
載
す
る
 
 
 

説
 

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
 

勿
 
6
 

 
 

も
と
で
は
、
個
人
事
業
者
が
、
起
業
に
あ
た
っ
て
財
産
を
共
 

 
 

（
 
5
 ）
（
 
レ
ヒ
 の
（
内
拝
 

0
 
づ
 。
 
早
目
 。
 ト
ぃ
 

7
 

 
 

 
 

 
 

2
 

に
 反
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
、
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
に
 
留
 め
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
上
記
の
よ
う
な
成
案
と
な
っ
た
 
0
 こ
の
解
決
は
第
（
 
号
 

一
読
会
の
二
回
の
 
ん
 
言
議
で
採
択
さ
れ
て
い
る
安
目
 
湾
ミ
 之
の
 
（
の
ち
案
目
Ⅱ
い
し
 

o
P
 も
 
之
 ・
 
コ
 0
 ㏄
㏄
 

2
.
 

ヒ
ぎ
い
 
っ
の
 
9
%
 燵
 ・
）
。
 

 
 

（
 
酩
 ）
 目
ぢ
由
 

七
戸
高
・
 0
 
つ
 り
デ
コ
 
0
 ）
 
ゴ
 し
か
し
、
家
族
手
帳
 に
関
す
る
 デ
ク
レ
 を
改
正
す
る
 二
 0
0
 
一
年
一
二
月
三
日
 
の
 法
律
第
二
二
条
の
施
 
巻
 

行
 に
関
す
る
 二
 0
0
 二
年
一
二
月
二
三
日
の
 々
ク
レ
 付
表
で
 、
家
族
手
帳
を
通
じ
て
配
偶
者
は
、
共
通
財
産
か
ら
弁
済
 

さ
れ
る
婚
姻
中
に
 
如
 

発
生
し
た
債
務
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
さ
れ
る
以
上
、
配
偶
 
者
へ
の
情
報
提
供
は
な
さ
れ
た
も
の
と
 
看
倣
 さ
れ
る
ら
し
 レ
 
Ⅰ
 

（
 
駆
 ）
民
法
典
第
一
四
一
三
条
 に
 ち
出
の
 

ヨ
盤
 （
Ⅰ
 
8
%
 の
ヰ
幼
 
宙
 D
 
臣
ヰ
 
の
す
い
 

白
仁
 
の
か
 
寸
 0
 
仁
 Ⅹ
の
の
（
珪
の
 

コ
 9
.
 
Ⅰ
 0
 
由
 Ⅱ
口
目
 

0
 
）
 
臣
臣
の
 

0
 ㏄
仁
の
の
 

由
臣
 
の
 c
 
の
の
 

0
F
 
 

せ
の
 

臣
由
苫
告
す
 

の
 
0
 
日
日
目
コ
 

い
 
目
敏
，
で
 

0
 
佳
 円
円
 
0
%
0
 
口
お
 か
甘
 
0
 Ⅰ
 0
 
珪
 ㍉
の
 
臣
 @
 
ま
の
 
偉
 Ⅱ
）
 
e
 
の
 サ
 ）
 
0
 
コ
の
の
 

0
 
コ
ヨ
由
 

（
 
コ
ダ
 
呼
日
 0
 
ヨ
の
 
Q
 仁
田
コ
 
マ
農
由
 
の
 
目
申
 
曲
目
隼
の
由
の
㌧
の
 

Ⅰ
 0
@
 

目
ら
 皓
 
ヴ
ロ
 
零
由
 
「
 笘
 

日
 曲
阜
く
田
の
の
 

b
O
-
 

隼
偉
い
 
Ⅱ
 
皓
 
ミ
ノ
 
Q
0
 
ヌ
 の
 
曲
 
（
）
（
 

ロ
の
 
Ⅱ
 
皓
 
0
0
 
コ
ロ
 

（
 の
 
コ
 の
の
Ⅰ
由
の
 

中
す
 

n
0
 

ヨ
ヨ
日
害
 

窩
 の
ま
 
づ
笘
巳
盤
 
・
「
債
務
者
で
あ
る
配
偶
者
 
の
 詐
欺
お
よ
び
 債
 

権
者
の
悪
意
が
存
し
な
い
限
り
は
、
夫
婦
財
産
共
通
制
に
伴
 
う
 報
酬
を
除
き
、
夫
婦
財
産
共
通
制
の
存
続
 
中
 、
夫
婦
の
 各
々
が
負
担
す
る
 

債
務
の
弁
済
は
、
そ
の
発
生
原
因
の
如
何
を
問
わ
ず
、
 
共
 有
 財
産
に
対
す
る
追
及
を
許
す
。
」
な
お
、
夫
婦
財
産
制
一
 

般
は
 つ
き
、
山
口
 

俊
夫
・
概
説
フ
ラ
ン
ス
 法
 上
（
一
九
七
八
年
、
東
大
出
版
ム
 
5
 
 
匹
 0
 八
｜
 四
二
七
頁
。
 

（
 
罷
 ）
 目
ポ
 
自
由
Ⅰ
（
 

わ
 ・
 O
b
.
 

ま
 （
：
 
コ
 O
 
P
 

㏄
 @
 
尺
 ポ
ヒ
 
ヨ
目
 
し
 ・
 Q
 
ち
 ・
 岳
 ダ
 5
0
 

市
き
・
同
旨
、
（
 

レ
 C
 の
③
 抽
 0
 っ
 ・
 
c
 
ぃ
 
（
：
 
コ
 0
 
 
に
・
配
偶
者
 
も
ま
た
独
立
し
た
事
業
 

者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
配
偶
者
自
身
も
差
押
禁
止
宣
言
を
 
申
し
立
て
な
け
れ
ば
意
味
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
 

（
㏄
）
目
の
宙
。
支
お
 
づ
 の
 
偉
つ
め
 

n
 （
）
・
 

目
圏
巴
 ・
 
a
u
 

巨
の
日
召
。
お
 

Ⅱ
 隼
 e
 ㏄
 由
 ㍉
 
o
@
 

（
の
Ⅰ
 

腱
 
Ⅱ
）
の
の
自
由
 

e
 
）
の
の
の
（
笘
の
の
 

臣
 Ⅱ
 
ひ
 -
 
の
ロ
 
o
 
幅
 e
 
コ
 ）
 
e
 
コ
 円
仁
 
e
 ）
 
が
 や
 
日
日
 

n
.
 

田
口
の
の
 

臼
 e
u
.
 

サ
 ）
の
㏄
Ⅰ
 

コ
 0
 
局
 ヴ
 @
 
曲
 
）
）
才
色
 

0
 
口
再
出
の
降
幅
が
Ⅱ
 

ヨ
 ・
の
 
由
 二
ロ
 
宙
 0
 
の
ら
の
 

偉
 
Ⅹ
旧
ヒ
）
 

コ
 ・
 
曲
 下
器
 隼
 
0
 
目
み
 8
 目
 0
0
 
コ
お
 
コ
 カ
 コ
 
Ⅰ
 0
 
コ
円
か
で
お
 

田
づ
 
0
%
 
円
 0
 
コ
宙
の
 

ヨ
い
ヰ
 

し
 の
Ⅱ
㌧
 

い
ヰ
コ
 

E
p
 
萬
 0
 
コ
 

）
・
 

p
n
 

由
 o
 
ロ
 の
さ
口
目
日
額
 

日
 @
m
 
降
 0
 
色
 づ
窯
繍
宙
曲
コ
の
 

㌧
 （
）
 

曲
 コ
 皓
の
ゆ
 
づ
キ
 
由
 Ⅱ
Ⅰ
 
偉
 ）
 
0
 
仁
 Ⅱ
 o
E
 
 

臣
ひ
の
仁
の
。
 

コ
 二
 
%
 の
 
紹
コ
 
の
の
Ⅰ
の
㌧
 

曲
 
c
t
e
.
 

総
 
（
）
の
Ⅰ
。
 

偉
く
 
0
 
～
Ⅰ
）
 

（
 
曲
 コ
 
苫
の
ゆ
甘
の
 

-
 
口
 （
の
 
コ
 窩
の
富
之
の
 

隼
 ・
 
臣
 コ
ミ
）
い
口
「
か
の
 

白
 二
の
）
の
「
ひ
幅
三
ゐ
 

2
%
 
九
日
の
 
田
舶
ア
 
・
の
の
（
日
の
の
 

0
u
 

の
・
「
夫
婦
は
、
一
方
の
み
で
家
族
の
住
宅
 

を
 保
全
す
る
 諸
権
 



フランス法における 公証差押禁止宣言 

      
㏄   3 ） ノ 6 5 M ） 6 62  61   

を人 汗毛 夫は利 
目を婦 

  

考案 噂 層 。 0 口。 隼 Ⅰ 曲 の のら。 村 8 る そす 
止 な 

いたな 

ピ日 よ。 の 
0 行 

お 一 馬   年に 
内周 
こ意 
れを 

き   与え 行 を 

@ 
使て 

  す い 
8 な 
こ い   と夫 

こⅡ た 
が婦 
での     き各 
る々 

( 舛 7)  40 巻 1 号 (2 ㏄ 5.  7) 



論 説     
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Ⅰ あ あ 史策を せ他に不は り 
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% 分しを ら 

  
  

o サ 
  

巾ま ヨぺ ヴ目ト Ⅰ   
括、 や   
  
にヴ - - 

2 

お已 
い宙 

ても 差押 
押 

禁止 

と   
旦 甘 

百さ 

れ 

た財 

産 
｜ 
つ 請 
リ マ   
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フランス法におけ   る 公証差押禁止宣言 

（
 
竹
 ）
 ズ
お
白
せ
目
 

）
」
 
坤
 0
 っ
 ・
 
c
i
t
-
 

曲
 0
 
零
の
）
 

（
 芭
 
第
一
五
条
差
押
禁
止
債
権
は
、
そ
の
金
額
が
口
 座
 に
振
り
込
ま
れ
た
と
き
で
も
、
コ
ン
セ
イ
ユ
 
デ
タ
デ
ク
 レ
 Ⅰ
四
四
条
以
下
し
所
 

定
の
条
件
の
下
で
な
お
差
押
は
禁
止
さ
れ
る
。
（
山
本
和
 
彦
 
「
 
試
訳
 ・
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
執
行
手
続
法
及
び
適
用
 
デ
ク
 レ
 」
（
一
）
法
学
 

五
八
巻
二
号
一
七
六
頁
）
 

（
 む
 
な
お
、
九
一
年
法
第
一
五
条
に
関
連
す
る
 
デ
ク
レ
 の
 文
言
も
掲
げ
て
お
く
。
 

第
四
四
条
①
口
座
の
全
部
又
は
一
部
に
差
押
禁
止
債
権
 相
 当
額
 が
振
り
込
ま
れ
た
と
き
は
、
差
押
の
禁
止
は
右
金
額
 
に
 満
ち
る
ま
で
 口
 

廃
残
高
に
移
行
す
る
。
 
/
 ②
前
項
の
口
座
が
強
制
執
行
処
分
 
又
は
仮
差
押
の
対
象
と
な
っ
た
と
き
は
、
口
座
名
義
人
は
 
古
金
額
の
源
泉
を
 

証
明
し
て
、
 本
 款
の
要
件
の
下
で
、
対
象
 額
 が
自
己
の
処
分
 に
 委
ね
ら
れ
る
よ
う
、
第
三
債
務
者
に
対
し
て
申
し
立
て
 
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

ノ
 ③
前
項
の
請
求
は
、
差
押
債
権
者
が
被
差
押
債
権
の
払
 
渡
 を
 求
め
る
前
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
四
五
条
①
差
押
禁
止
債
権
が
、
給
料
、
退
職
年
金
、
家
 旗
手
当
又
は
失
業
補
償
な
ど
定
期
的
債
権
に
起
因
す
る
 
場
 ム
 
由
に
は
、
口
座
 
名
 

義
人
は
、
最
後
の
振
込
後
に
口
座
の
借
方
に
発
生
す
べ
き
 
取
引
額
を
控
除
の
後
・
そ
の
即
時
の
解
放
（
ま
お
中
す
日
の
せ
 

0
 の
 
ビ
 。
し
を
求
め
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 
/
 ②
一
九
九
一
年
 セ
月
 九
日
 法
四
セ
条
 所
定
の
継
続
中
の
取
引
の
清
算
の
た
め
の
一
五
日
の
期
間
 
が
 経
過
し
た
場
合
 

に
は
、
差
押
禁
止
を
理
由
に
債
務
者
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
た
 
金
額
が
、
処
分
可
能
な
口
座
残
高
を
超
え
る
と
き
に
は
、
 
超
過
分
は
期
間
経
 

過
の
日
に
お
け
る
処
分
不
能
の
額
か
ら
差
し
引
か
れ
る
。
 
第
 三
 債
務
者
は
債
権
者
に
対
し
、
そ
の
支
払
い
請
求
の
と
き
 
に
君
 差
 引
を
通
知
 
 
 

す
る
。
債
権
者
は
、
 右
 充
当
へ
の
異
議
を
「
 右
 通
知
か
ら
り
 一
五
日
以
内
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
徒
過
 

し
た
と
き
は
「
 異
 
7
 

議
は
 ）
受
理
さ
れ
な
い
。
 

第
四
六
条
①
差
押
禁
止
債
権
が
非
定
期
的
債
権
に
起
因
 す
 8
 場
合
に
は
、
口
座
名
義
人
は
、
当
該
債
権
が
記
入
さ
れ
 

 
 

の
 借
方
に
発
生
す
べ
き
取
引
額
を
控
除
の
後
、
右
債
権
 
額
 の
 解
放
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
/
 ②
前
項
に
よ
る
 解
 放
は
 、
継
続
中
の
号
 

 
 

 
 

 
 

に
ょ
 り
、
同
日
に
お
け
る
処
分
不
能
の
額
か
ら
差
し
引
か
れ
 
、
第
三
債
務
者
は
債
権
者
に
対
し
、
そ
の
支
払
い
請
求
の
 
と
き
に
 右
 差
引
き
 
 
 

を
 通
知
す
る
。
 /
 ③
前
項
に
 ょ
 0
 差
し
引
か
れ
た
額
は
 、
差
 押
 債
権
者
が
そ
れ
に
異
議
を
述
べ
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
 
た
か
ま
た
は
支
払
 
鴉
 

請
求
に
続
く
一
五
日
以
内
に
異
議
を
提
起
し
な
か
っ
た
と
き
 
は
 、
口
座
名
義
人
の
処
分
に
委
ね
ら
れ
る
，
口
座
名
義
人
 
は
い
っ
に
て
も
、
（
 



論 説   
㏄ 82  81  80   

禁止 0@ 0 充当 所定 きは 給料 

レウ～・ 0 コ 臣 
  
  
Ⅰ ア ' 
い Ⅰ   
ひ @3 
の 
つ い   
  
Ⅰ う 
( つ 

の解 

  
そに手 し 

の係続 立 
う るの て 
ち R 対 る 

40 巻 1 号 (2005.  7)  (2 ㏄ ) 


